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double minute chromosomeを認め，さらにmodifiedin 
gel renaturation法により何らかの遺伝子増幅のあるこ
とを確かめた.no吋iern blot法では正常なサイズの
G-CSFのm白 sageを認めた Southern blot法では G-
CSF cDNAをプローベとしたところ特に異常な rear-





































































estradiol, "C・chlorambucil）を用い（n=18),1, 6, 24 
時間後， 7. 14, 21日後に（各時点 n=3）各臓器を摘









験 4) "C-chlorambucil: 14日目には腫悪事部，
4.37±0.789×106 dpm/g，肝非癌部； 0.51±0.15×J06 









































































































設を含めて放射線療法と ACNU,CDDP動注療法の 旋腸骨動脈周囲を剥離する．約 2cm露出させた部分
































































的として， Etoposide(VP-16), Mitoxantrone (MIT）に
BH-ACを加えた BHAC-MV併用療法の有効性と副
作用について検討してきたので．その結果を報告する．
投与法及び症例 BA-AC 170 mg/m2/d, di, dl-8, MIT 
3-5 mg/m2/d, iv, dl-3 (d7-8), VP-16 80-100 mg/m2/d, 






結果： 20例中， CR14例（70%)PR 2例（10%)NR 4 
例の奏効率であった．また前治療（＋）群15例中，
CR 10例 （50%),PR 2例（13%），前治療（ー）群
5例では， CR4例（80%），病型別では， AML14例
中 CR9例（64%),ALL 5例中 CR5 {71J (100%) 
であった 全例に強い骨髄抑制及び脱毛を認めた そ
の他，悪心等消化器症状，軽度肝障害各1例，急性循















法），尿失禁防止は約 1213 cm の終末回腸部の縫縞
(plication）という簡単な燥作によって得られる．尿管
と pouch との吻合は結腸ヒモを利用した粘膜下 トン
ネル法で行っている．現在まで勝l't腫湯患者24f?IJに施




































投与法は CDDP50 mg/bodyを週一回， 2-6回術
前に投与し，切除標本により組織学的効果判定を行い，
有効例には術後さらに追加投与を行った．切除標本の
検索が可能であった13例中4-f?IJ (30.8%）に Ef2以上
の効果を認め，これは臨床的効果に一致した．特に気
管浸潤例に著効を認めた．副作用は特に重篤なものを
認めなかった．
まとめ：切除標本における CDDPの組織学的効果判
定は CDDP有効例の選別に有用である．さらに効果
Ef，の気管浸潤A，症例にも臨床的に著効を示す例が存
在したため， Ef1にても CDDPの投与を試みる価値が
あると考えられた
